
 

 

 

 

 

 

自民安倍政権の誕生で憲法九条は戦後最大の危機へ 

いまこそ学び、行動をおこすことを呼び掛けます 
「国防軍」明記に意欲みせる。 

先の衆議院選挙で自民党が政権与党に返り咲き、安倍政

権が誕生しました。この政権はすでに破綻した経済政策

を実行するとともに、他の政党と一緒になって憲法改定

に意欲をみせています。通常国会参議院での答弁でもい

よいよ「国防軍」明記発言をし、まずは憲法 96条の改定

を行うとしています。憲法九条改定を許さない世論を急

いでこの地域で作りましょう。また、そのための学習会

を開催します。こぞってお越し下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ～自民党憲法草案を読む～  

上記のように学習会も開催しますが、ここからはシリーズで自民党憲法草案を「九条ねっと」で解剖していきます。まず 1回目は憲法草

案の具体的な中身ではなく、大まかに何が書かれているのかを考えます。 

〇国民主権から天皇中心の国家へ作りかえる 

 現憲法が人権保障のために権力側を制限することを目

的に置いているのに対して、憲法草案では憲法は国民を

「統治」することを目的にしている。 

〇憲法前文を違和感があるとして破棄をする 

 戦争への反省、不戦平和の誓いをもつ前文を破棄し、代

りに国民に国土防衛を求める規定を創設している。  

 

〇9条 2項の削除 

憲法草案の最大の狙いが憲法 9条 2項です。アメリカから

も必要に改定の圧力を受けています。戦争放棄を規定した

9 条 1 項は「基本的に変更しない」といいながら「自衛権

の発動を妨げるものではない」と明記し、9 条 2項の交戦

権は「認めない」を削除し、「内閣総理大臣を最高指揮官

とする国防軍を保持する」としています。さらには国防軍

の国際活動、機密保持、審判所（軍法会議）、領土保全義

務まで盛り込んでいます。 

〇緊急事態法制（草案 98条、99条）で人権停止、服従義務をかせられる （続く） 

２０１３年２月６日（ 水 ）発行 VOL３５ 

発行者：｢九条の会｣ 事務局 ホームページアドレス：http//www．ｍｃ．ｃｃｎｗ．ｎｅ．ｊｐ/ｋｙｕｊｏｕ/ 

 

みなと医療生協「九条の会」 

九条ねっと 

みなと医療生協「九条の会」主催 

～自民党憲法草案の危険な中身を読む～ 

とき：2月 26日（火）午後 6時 15分開始 

講師：川口創さん（名古屋弁護士会、イラク自衛隊訴訟弁護団） 

場所：レインボーセンター2階 第６会議室 

 



 
 み

な
と
医
療
生
協
９
条
の
会
は
８
周
年
を
迎
え
、

昨
年
１
０
月
に
記
念
講
演
会
「
原
発
は
な
く
せ
る
―

憲
法
に
基
づ
き
、
原
発
に
頼
ら
な
い
社
会
を
―
」（
名

城
大
学
井
内
尚
樹
先
生
）
を
行
い
ま
し
た
。
興
味
を

も
っ
た
の
は
、
循
環
型
・
小
規
模
分
散
型
地
域
経
済

の
実
現
と
ド
イ
ツ
の
実
践
か
ら
学
ぶ
と
い
う
内
容

で
す
。 

循
環
型
・
小
規
模
分
散
型
の
地
域
経
済
の
実
現 

生
産
―
流
通
―
消
費
が
地
域
内
「
循
環
」
す
る
こ

と
で
経
済
の
活
性
化
に
な
る
。
あ
る
自
治
体
の
木
造

仮
設
住
宅
は
地
元
の
木
を
使
う
の
で
地
元
雇
用
が

生
ま
れ
た
。
間
伐
す
る
の
で
森
が
元
気
に
な
り
木
造

な
の
で
暖
か
く
再
利
用
で
き
る
。
ま
た
電
力
を
含
め

地
産
地
消
す
る
「
小
規
模
分
散
型
経
済
」
が
重
要
だ
。

過
疎
地
立
地
の
原
発
電
力
へ
の
都
市
依
存
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
遠
い
地
に
電
気
を
送
る
無
駄

と
大
型
で
長
い
送
電
線
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
地
域
資
源
で
自
ら
が
生
産
す
る
も
の
と

し
て
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。 

ド
イ
ツ
の
実
践
か
ら
学
ぶ 

ド
イ
ツ
で
は
、
原
子
力
発
電
や
化
石
燃
料
に
頼
ら

な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー2

0
0

％
を
超
え
る
地
域
が

多
数
存
在
し
、
電
気
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
地
域

の
農
家
・
森
林
業
者
・
中
小
企
業
家
が
行
う
。
風

力
・
太
陽
光
・
ミ
ニ
水
力
・
地
熱
・
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
は
日
本
で
も
お
な
じ
み
だ
が
、
そ

の
他
に
も
糞
尿
バ
イ
オ
マ
ス
や
搾
乳
熱
交

換
は
日
本
の
酪
農
家
で
も
出
来
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
だ
。
ま
た
エ
ア
コ
ン
や
ア
ル
ミ
サ

ッ
シ
を
使
わ
な
い
高
気
密
・
断
熱
材
・
自
然

熱
交
換
器
の
あ
る
省
エ
ネ
住
宅
の
建
築
が

盛
ん
だ
。
あ
る
地
区
の
家
庭
の
電
気
代
１
年

分
は
日
本
の
１
か
月
分
で
あ
る
。
日
本
国
民

が
、E

U

全
土
で
義
務
化
さ
れ
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
パ
ス
（
家
の
燃
費
を
表
示
化
す
る
制

度)

を
ク
リ
ア
す
る
低
燃
費
住
宅
建
築
を
ど

う
変
革
し
て
取
り
組
む
か
が
省
エ
ネ
社
会

の
カ
ギ
と
な
る
。 

① 

講
演
会
参
加
者
の
感
想 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
今
ま
で
与
え
ら
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

・
原
発
反
対
デ
モ
に
参
加
し
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
を
訴
え
て
い
た
が
実
態
は
知
ら

な
か
っ
た
。 

・
原
子
力
か
ら
の
転
換
は
今
一
番
気
に
な
っ

て
い
る
問
題
だ
っ
た
。 

・
医
療
生
協
の
各
施
設
の
屋
上
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
て
欲
し
い
。 

・
地
元
愛
も
原
動
力
に
な
る
と
感
じ
た
。
・

生
協
な
ら
取
り
組
め
そ
う
だ
。 

・
身
近
な
話
で
あ
り
地
産
地
消
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
削
減
を
地
道
に
意
識
し
た
い
。 

・
当
会
は
毎
回
色
ん
な
講
師
を
招
き
工
夫
し

て
す
ご
い
。
改
憲
問
題
や
領
土
問
題
も
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。 

② 

東
海
地
震
発
生
の
切
迫
性 

 

1
2

月
に
もM

7
.3

の
三
陸
沖
地
震
が

あ
っ
た
よ
う
に
、
度
重
な
る
余
震
で
の

原
発
の
配
管
損
壊
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
今
後3

0

年
以
内
に8

7

％
の

確
率
で

M
8

規
模
の
東
海
地
震
が
発

生
、
浜
岡
原
発
沖
の
津
波
の
高
さ
は1

9

ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ

と
「
想
定
」
さ
れ
て
い
ま
す
。
浜

岡
原
発
地
域
は
砂
丘
上
に
あ
り
巨
大
地

震
で
地
盤
は
沈
降
隆
起
し
、
現
在1

0
0

0

億
円
以
上
か
け
て
建
設
中
の
厚
さ
２m

×

高
さ

1
8
ﾒ
ｰﾄ
ﾙ

の
防
潮
堤
は
津
波
で

容
易
に
決
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、
厚

さ

2
0

ｍ
だ
っ
た
釜
石
ス
ー
パ
ー
堤
防

の
決
壊
経
験
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
早

急
な
浜
岡
原
発
廃
炉
と
使
用
済
核
燃
料

の
安
全
保
管
が
望
ま
れ
ま
す
。 

③ 

自
分
自
身
の
意
見 

日
本
国
民
自
ら
が
少
し
ず
つ
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
や
節
電
に
取
り
組
め
ば
原
発

電
力
は
い
ら
な
く
な
り
化
石
燃
料
に
よ
る

発
電
も
減
ら
せ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
の

豊
か
な
自
然
資
源
を
利
用
し
地
震
大
国
に

相
応
し
い
安
全
で
効
率
的
な
電
力
の
作
り

方
を
皆
で
考
え
て
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
脱
原
発
は
、
非
核
３
原
則
を

や
ぶ
る
核
保
有
を
や
め
さ
せ
平
和
憲
法
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 
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義
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エ
ネ
ル
ギ
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を
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み
な
と
医
療
生
協
九
条
の
会 

事
務
局 

 

中
村 

博
雄 

８
周
年
年
記
念
講
演
会
を
開
催 

憲法改定を許さない、あらゆる取り組みをすすめましょう 

署名行動、対話行動、各種団体の宣伝行動、九条のグッズを広めるなど、あらゆる宣伝行

動で九条を守りいかす世論作りが必要です。領土問題や海外でのテロ活動を口実に政権与

党やマスコミは憲法改定への世論誘導をしてきますので、これに負けない宣伝が必要とな

ります。この地域に憲法改定はいらないという世論をたくさん作り出しましょう。 

 


